
 

 

 

 

入 札 物 件 調 書 

 
 

 

 

 

 

物件調書は、入札希望者が物件の現況等を確認される 

上での参考資料です。 

入札の前に、必ず現地の状況及び諸規制を御確認くだ 

さい。 

開発等（建築を含む）に当たっては、物件調書に記載の事項

以外にも都市計画法、建築基準法、文化財保護法、盛土規制法

等の各法令及び各地方公共団体の条例等により、規制、指導が

なされる場合がありますので、詳細は各関係機関に御確認くだ

さい。 

物件は、現状引渡しとなります。 

 

 

 

 

※  マンション等大規模な住宅を建築する際など、市町村教育委員会の 

判断で、物件調書記載の学校とは異なる学区となることがあります。 

※ 本案内書に掲載されている案内図、明細図、現況図及び建築図面等に

ついては、図面等に記載の縮尺と異なる場合があります。 



 

 

 



別記 第１号様式  

物 件 調 書 

物 件 番 号 １ 
 

権 利 所 有 権 

所 在 地 千葉県鎌ケ谷市新鎌ケ谷三丁目１番９、同番１０ 地 目 宅地 

住 居 表 示  形 状 明細図のとおり 

面 積 （実測面積）  ３２２．１６㎡ （登記地積）     ３２１．８７㎡ 

接 面 道 路 の 
幅員及び構造 

東側で幅員約６．０ｍの舗装市道に接面している。 

都市計画法・ 
建築基準法に
基づく制限 

区域区分 市街化区域 用 途 地 域 近隣商業地域 

建ぺい率 ８０％ 容 積 率 ３００％ 

その他の制限 
準防火地域、道路斜線制限、隣地斜線制限、日影規制（冬至日法第
５６条の２の規定適用）、新鎌ケ谷地区地区計画（C地区） 

所有権を制限する権利設定 なし 

私道の負担等
に関する事項 

私道負担の有無 無 負担の内容  

道路後退の有無 無 負担の内容  

供 給 施 設 の 

整 備 状 況 

供給施設 事業所名 電話番号 

電 気 可 
東京電力エナジーパートナー（株） 

カスタマーセンター 
0120-995-001 

上 水 道 可 千葉県企業局県水お客様センター 0570-001-245 

下 水 道 可 鎌ケ谷市都市建設部下水道課 047-445-1483 

ガ ス 可 京葉ガス（株）お客様コンタクトセンター 047-361-0211 

交 通 機 関 

（現地まで） 

鉄 道 
東武野田線、北総線、京成松戸線 新鎌ヶ谷駅の南東方 約１．０㎞ 

徒歩１３分 

バ ス  

公 共 施 設 

（現地から） 

市 役 所 鎌ケ谷市役所  北方  約０．５ｋｍ 

小 学 校 市立鎌ケ谷小学校  南東方  約０．３ｋｍ 

中 学 校 市立鎌ケ谷中学校   南方  約０．７ｋｍ 

◎ 参 考 事 項 （物件の現況、法令上の制限等に関する特記事項） 

・本物件は、実測面積による売買である。 

・不動産登記記録上の地積は、１番９が２７２．９９㎡（実測２７３．１６㎡）、同番１０が４８．

８８㎡（実測４９．００㎡）である。 

・本地は、前面道路より約０．４～０．５ｍ低くなっている。 

・本地は、北側の隣接地より約０～０．２ｍ、南側隣接地より約０．３～１．２ｍ、西側隣接地より

約０～０．１ｍ、それぞれ低くなっている。 

・本地内は、概ね平坦であるが、北、西、南、東側に法面があり、中央部分に向かって最大約１．０

ｍ高くなっている。 
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・本地内の１番１０の外周には高さ約０．７～１．７ｍの単管パイプ柵を設置しており、また、前面

道路沿いは法面になっているため、現在は本地内への車両による進入はできない。 

・本地内の１番９及び同番１０の一部は防草シート敷となっている。 

・本地の前面道路には、上下水道及び都市ガスが配置されており、本地内への引込みは可能である。 

・本地は、景観法による景観計画区域に立地するため、一定規模以上の建築物や工作物の建築等を行

う場合は、同法に基づく鎌ケ谷市への届出が必要になる。詳細については、鎌ケ谷市都市建設部都

市計画課都市政策室（TEL 047-445-1422）へ確認すること。 

・本地は下総飛行場周辺における航空法の高さ制限区域内にある。詳細については、海上自衛隊下総

航空基地隊管理隊施設専門官（TEL 04-7191-2321内線 2446）へ確認すること。 

・本地において、アパートや寄宿舎等の集合住宅の建築等を行う場合は、その規模により『鎌ケ谷市

小規模住戸形式集合住宅の建築に関する指導要綱』に基づく必要がある。詳細については、鎌ケ谷

市都市建設部建築住宅課（TEL 047-445-1466）へ確認すること。 

・本地において、放射線量の測定等の放射性物質に関する調査は実施していない。 

・本地において、土壌汚染調査は実施していない。 

・本物件は、上記のとおり工作物等が設置されているが、本調書記載の有無に関わらず、全て現状

有姿による引渡とする。 

・図面その他記載事項と現況が異なる場合は現況を優先する。 

・土地の開発等（建築を含む。）に当たっては、上記以外にも都市計画法、建築基準法、盛土規制法

等の各法令及び各地方公共団体の条例等により、規制、指導がなされる場合があるので、詳細は

各関係機関へ確認すること。 
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鎌ケ谷
市役所

新
鎌
ヶ
谷
駅

初
富
駅

鎌ケ谷
総合病院

ショッピング
センター

鎌ケ谷
小学校

東
武
野
田
線

県
道
８
号
線

京
成
松
戸
線

北総線

至北初富駅

至鎌ヶ谷大仏駅

至
鎌
ケ
谷
駅

至六実駅

至大町駅

至西白井駅

別記　第３号様式

物 件 番 号

案 内 図

Ｎ

凡 例

売払物件

明 細 図

単位：メートル

売払物件

交番

１
９
．

０
１

３
．
０
０

４．３７ ９．９８ １．３１

３
．
３

０

２．０２
１３．７０

１
６
．

２
７

１５．４８

６
．

０
０

１－９

１－１０

１－７

１－８

１－１１

１－１２

１－１３

（法４２条１項１号道路）

鎌ケ谷市道２４５５号線

Ｎ

１０３

１
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１－９

１－１３

１－１２

１－１１

１－７

１－８ １－１０

Ｎ
現 況 図

所 在

縮尺１／２００

京成電鉄高架橋

汚

千葉県鎌ケ谷市新鎌ケ谷三丁目１番９、１番１０

防 草 シ ー ト

構造物凡例
アスファルト 上 水 道 管

ブロックフェンス

Ａｓ

汚 汚水マンホール
（鎌ケ谷市管理）

コインパーキング

Ａｓ

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

金属鋲
ＢＭ＝±０．００

防 犯 灯

防犯灯
（鎌ケ谷市Ａ０４８９）

０．０２

０．０８

０．０１

－０．０１

０．０１

－０．０１

０．０４

－０．０１

－０．０８

－０．４６

－０．０３

０．０２

－０．０４

－０．０８

－０．１３

－０．６０
－０．４３

０．５２

０．５２

０．１８
●

０．５０

－０．７５

－０．６４

－０．７８

－０．７０

－０．７１

単管パイプ柵
（Ｈ＝１．３ｍ）

単管パイプ柵

（Ｈ＝０．７ｍ）

単管パイプ柵

ブロックフェンス
（Ｈ＝１．７～１．８ｍ）

（法４２条１項１号道路）

鎌ケ谷市道２４５５号線

ブロックフェンス
（Ｈ＝１．７～１．８ｍ）

都 市 ガ ス 管

汚 水 道 管

蓋付側溝

蓋付側溝

高 さ の 基 準ＢＭ＝
±０．００

高 低 差● ０．００法 面

●

●

●

●

●●

●

●

０．０４

０．１５

０．１７ ０．２０

０．２６

０．１８
０．１８

０．２０

－０．６７
●

ブロックフェンス
（Ｈ＝１．６～２．２ｍ）

単管パイプ柵
（Ｈ＝１．３～１．７ｍ）単管パイプ柵

（Ｈ＝１．３ｍ）

● ０．２５

●

●●
●

●

－０．４３ －０．５１

－０．５７－０．４５－０．２７

－０．６８

●

－０．７３

－０．５４●●－０．６４

●－０．７５

境界標の種類
コンクリート杭

金 属 鋲

33



別記 第１号様式 

物 件 調 書 

物 件 番 号 ２ 
 

権 利 所 有 権 

所 在 地 千葉県船橋市習志野台八丁目１９８３番１３２ 地 目 原野 

住 居 表 示 千葉県船橋市習志野台八丁目４４番１号 形 状 明細図のとおり 

面 積 （実測面積）   １３８８．６７㎡ （登記地積）        １３８８㎡ 

接 面 道 路 の 
幅員及び構造 

南東側で幅員約７．８ｍの舗装市道に接面している。 

都市計画法・ 
建築基準法に
基づく制限 

区域区分 市街化区域 用 途 地 域 準工業地域 

建ぺい率 ６０％ 容 積 率 ２００％ 

その他の制限 
第一種高度地区（最高限）２０ｍ、建築基準法第２２条区域、道路斜線制限、隣地

斜線制限、日影規制 

所有権を制限する権利設定 なし 

私道の負担等
に関する事項 

私道負担の有無 無 負担の内容  

道路後退の有無 無 負担の内容  

供 給 施 設 の 

整 備 状 況 

供給施設 事業所名 電話番号 

電 気 可 
東京電力エナジーパートナー（株） 
カスタマーセンター 0120-995-001 

上 水 道 可 千葉県企業局県水お客様センター 0570-001-245 

下 水 道 可 船橋市建設局下水道河川管理課 047-436-2620 

ガ ス 可 
京葉ガス（株） 
供給ネットワーク部ネットワーク整備グループ 047-325-4525 

交 通 機 関 

（現地まで） 

鉄 道 東葉高速鉄道船橋日大前駅の南方 約１．３ｋｍ 徒歩１７分 

バ ス 
京成バス千葉セントラル車検場前停留所の北方 約０．５ｋｍ 

徒歩７分 

公 共 施 設 

（現地から） 

市 役 所 船橋市役所習志野台出張所  北西方  約２．０ｋｍ 

小 学 校 市立習志野台第二小学校   西方  約０．９ｋｍ 

中 学 校 市立習志野台中学校   西方  約１．０ｋｍ 

◎ 参 考 事 項 （物件の現況、法令上の制限等に関する特記事項） 

・本物件は、実測面積による売買である。 

・不動産登記記録上の地積は１３８８㎡（実測１３８８．６７㎡）である。 

・本地は北東側北側隣接地より約０．３ｍ～１．０ｍ低くなっている。 

・本地は北西側隣接地より約１．５ｍ、南西側隣接地より約０．０ｍ～１．５ｍ高くなっている。 

・本地は南東側道路より約０．０ｍ～０．３ｍ低くなっており南東側に間口約４．５ｍの進入口が 

 ある。 
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・本地内は北西側及び南西側から北東側に向かって約０．６ｍ高くなっており、北西側には中心に 

向かって最大で約０．９ｍ高くなっている法面がある。 

・本地内の北側及び北東側には、コンクリート擁壁０．３ｍ～１．５ｍ＋ネットフェンス０．９ｍ 

を設置している。 

・本地内の南東側には、進入路を除いて、ブロック塀０．４ｍ～０．７ｍ＋メッシュフェンス１． 

 ５ｍを設置している。 

・本地内の南側から北西側には、コンクリート擁壁０．６ｍ～１．５ｍを設置している。 

・本地の北側から北東側では、隣接地（１９８３番６、同番４８）の樹木の枝葉の一部が本地内に 

 越境している。 

・本地の南東側では、隣接地（市道）の桝の一部が本地内に越境している。 

・本地の北側では、隣接地（１０８３番２７）の角パイプフェンス基礎の一部が本地内に越境して 

 いる。 

・本地の南西側では、本地内の擁壁及び枝葉の一部が隣接地（１９８３番２７）に越境している。 

・本地内の北西側及び南西側にはNTT東日本所有の電柱及び支線が各 1本設置されている。 

・本地内の南東側にはソフトバンク所有の携帯電話アンテナが１本設置されている。 

・本地の北西側及び南東側では、電線が上空を通過している。 

・本地内はアスファルト舗装となっているが、南西側から北西側までの一部が草地となっており、 

 南西側の一部には防草シートが張られている。 

・本地内には、多数の切株がある。 

・本地内には、防犯灯（３基）、駐輪場（３基）、集水桝、汚水桝、雨水桝、量水器、止水栓、ガス 

 栓等の工作物を多数設置している。 

・本地の南東側道路上には、東京電力パワーグリッド所有の電柱が１本、船橋東警察署所有の道路 

 標識が１基設置されている。 

・本地内には、上水道及び都市ガスが引込済である。 

・敷地内の給水管、汚水管、ガス管、雨水管、建物基礎杭等の設計図書、竣工図等の所在が不明で 

 あるため、建築当時の地中の埋設状況が不明である。 

・本地の汚水管は隣接地（１９８３番２７）の汚水桝へ接続されていたが、令和５年に行った修繕 

 により、本地内に伸びたＬ型擁壁の底版部分で分断された。 

 このため、本地の一部と隣接地（１９８３番２７）にまたがって、分断された汚水管が残置され 

 ている。 

 なお、この残置された汚水管については、敷地境界を境に本地側は本地の所有、隣接地側は隣接 
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 地所有となる。 

・本地の雨水管は、前面市道に埋設された所有者不明の私設管に接続している可能性がある。利用 

 にあたり所有者に対する負担等が必要になる場合がある。 

・本地において宅地開発事業を行う場合は、船橋市開発事業における事前協議の手続等に関する条 

 例に基づく所定の手続きが必要となる場合がある。詳細については船橋市建設局建築部宅地課（ 

 電話：047-436-2690）へ確認すること。 

・本地において、船橋市ワンルーム形式共同住宅に関する指導要綱の適用対象となる建物を建築す 

 る場合は、同指導要綱に基づく所定の手続きが必要となる。詳細については、船橋市建設局建築 

 部宅地課（電話：047-436-2695）へ確認すること。 

・本地の一部は、船橋市ハザードマップによる浸水想定区域（水の深さが～０．５ｍの区域）に含 

まれている。詳細については、船橋市市長公室危機管理課（電話：047-436-2037）へ確認するこ 

と。 

・本地は景観法による景観計画区域内に立地するため、一定規模以上の建築物や工作物の建築等を 

 行う場合は、同法に基づく船橋市長への届出が必要となる。詳細については、船橋市建設局都市 

 計画部都市計画課（電話：047-436-2527）へ確認すること。 

・本地は重要土地等調査法による注視区域内に立地している。 

・本地において、放射線量の測定等の放射性物質に関する調査は実施していない。 

・本地において、土壌汚染調査は実施していない。 

・本物件は、上記及び別記「建物等の概要」のとおり建物、工作物等が設置されているが、本調書 

 記載の有無に関わらず、全て現状有姿による引渡しとする。 

・図面その他記載事項と現況が異なる場合は現況を優先する。 

・土地の開発等（建築を含む。）に当たっては、上記以外にも都市計画法、建築基準法、盛土規制法 

 等の各法令及び各地方公共団体の条例等により、規制、指導がなされる場合があるので、詳細は 

 各関係機関へ確認すること。 
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別記 第２号様式 

 建物等の概要 
 

所 在 船橋市習志野台八丁目１９８３番地１３２ 

家 屋 番 号 １９８３番１３２ 

種 類 寄宿舎 

構 造 鉄筋コンクリート造陸屋根４階建 

床 面 積 

１階 ３０７．０６㎡ 
２階 ３０７．０６㎡ 
３階 ３０７．０６㎡ 
４階 ３０７．０６㎡ 
延床面積 １２２８．２４㎡ 

建 築 時 期 昭和４５年２月２８日 新築 

間 取 り 

１戸の部屋数 
和室６帖、和室４．５帖、和室３帖、台所、浴室、便所、玄関、廊下、ベランダ 
１階から４階同型 １フロア 8戸形式 全３２戸 
 
 

附 属 建 物 

無 
 
 
 
 
 
 

そ の 他 の 
特 記 事 項 

・本物件は主たる建物 1棟、駐輪場等の工作物及び建物に付帯する設備等付きの物
件である。 

・駐輪場については周壁が無く、登記対象外である。 
・建物等について厳密な調査をしたわけではないため、アスベスト含有建材等の使
用についても否定できない。 

・PCBについては、令和６年度資産経営課現地調査により、使用していないことを 
 確認した。 
・本件については、耐震診断は実施していない。 
・新築より長期間経過し、また令和３年３月末より閉鎖され、建物の劣化が進んで
いるため、使用する場合は大規模な修繕等が必要と思われる。 

・本物件については、建築時の竣工図等の所在が不明であり、本書及び建物平面図 
 は実測により記載している。 
・本物件内には、浴槽、湯沸かし器、照明器具等が多数残置されている。 
・図面その他記載事項と現況が異なる場合は、現況を優先する。 
・解体撤去をする場合は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リ
サイクル法）に基づく届け出が必要になるとともに、廃棄物の処理及び清掃に関
する法律に基づき、廃棄物の適正な処理が義務付けられる。 

・建物内の備品等も、買受人の負担で適正に処理すること。特に、特定家庭用機器
再商品化法（家電リサイクル法）に基づく適正な処理を行うこと。 

・本物件に含まれる建物・工作物及び建物に付帯する諸設備が現状のまま引き渡さ
れることを十分に理解し、これを使用する場合において必要となる修繕や整備、
安全確保については、自らの負担において行うこと。 
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別記 第１号様式 

物 件 調 書 

物 件 番 号 ３ 
 

権 利 所 有 権 

所 在 地 
千葉県野田市宮崎新田字中畔ケ谷８２番５、 

同番９ 
地 目 山林 

住 居 表 示  形 状 明細図のとおり 

面 積 （実測面積）  ３５０２．１９㎡ （登記地積）       ３５０１㎡ 

接 面 道 路 の 
幅員及び構造 

北東側で幅員約１５．１～１５．５ｍの舗装市道に接面している。 

都市計画法・ 
建築基準法に
基づく制限 

区域区分 市街化区域 用 途 地 域 
第一種中高層住居専用地域 

第二種住居地域 

建ぺい率 ６０％ 容 積 率 ２００％ 

その他の制限 

第二種高度地区、日影規制（二）第一種中高層住居専用地域、日

影規制（一）第二種住居地域、道路斜線制限、隣地斜線制限、北

側斜線制限、建築基準法第２２条区域 

本地内の北東部分は、都市計画道路３・４・１２号宮崎山崎線の

区域内にあり、当該部分に建物を建築する場合は、都市計画法第

５３条の規定により、野田市長の許可が必要。 

所有権を制限する権利設定 なし 

私道の負担等
に関する事項 

私道負担の有無 無 負担の内容  

道路後退の有無 無 負担の内容  

供 給 施 設 の 

整 備 状 況 

供給施設 事業所名 電話番号 

電 気 可 
東京電力エナジーパートナー(株) 

カスタマーセンター 
0120-99-5555 

上 水 道 可 野田市水道部お客様センター 04-7122-5959 

下 水 道 可 野田市建設局土木部下水道課 04-7199-4353 

ガ ス 可 野田ガス(株)  04-7125-0101 

交 通 機 関 

（現地まで） 

鉄 道 東武野田線愛宕駅の北東方 約１．１ｋｍ 徒歩１４分 

バ ス  

公 共 施 設 

（現地から） 

市 役 所 野田市役所 北方 約０．２ｋｍ 

小 学 校 市立宮崎小学校 南西方 約０．４ｋｍ 

中 学 校 市立第一中学校  西方 約０．８ｋｍ 

◎ 参 考 事 項 （物件の現況、法令上の制限等に関する特記事項） 
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・本物件は、実測面積による売買である。 

・不動産登記簿に記載されている地積は、８２番５が３４４８㎡（実測３４４８．４３㎡）、 

８２番９が５３㎡（実測５３．７６㎡）である。 

本地の接面道路には都市計画による拡幅計画があり、本地はこの計画に約３ｍ幅で接面している。 

・本地内は概ね平坦である。 

・本地は、南西側及び南東側の隣地より約０．１～０．５ｍ高くなっている。 

・本地の南東側には隣接地（８１番１）のコンクリート擁壁（高さ０．５ｍ）の上に隣接地のメッシ

ュフェンス（高さ１．２ｍ）が設置されている。 

・本地内の南西側は、コンクリート擁壁（高さ０．５m）の上にネットフェンス（高さ１．６ｍ）を

設置し、北西側にはコンクリート土台（高さ０～０．４ｍ）の上にネットフェンス（高さ１．５ｍ）

を設置している。 

・本地内の北東側に進入口が２つあり、高さ１．６ｍの門塀、その他コンクリート土台（高さ０．４

ｍ）の上に角パイプフェンス（高さ１．２ｍ）を設置している。 

・本地内には、サツキ・ツツジ・サザンカの密植の他、樹木、切株が多数存在する。この内本地内の

北西側にある樹木の枝葉の一部が隣接地（８３番５）へ越境している。 

・本地の南西側には、本地と隣接地（８１番４）の境界とは関係のない金属プレートが設置されてい

る。 

・本地に接面する道路の歩道上には、東京電力パワーグリッド(株)所有の電柱が 3本、消火栓標識㈱

所有の消火栓の標識が１本設置されている。 

・本地の前面には、野田市が経営するコミュニティバスの停留所があり、バス停の標識と腰掛が置か 

れている。 

・本地内の北東側の進入口には、カーブミラーが計 4 本設置されている。 

・本地内には、上水道、下水道及び都市ガスが引込済である。 

・本地内には門（２カ所）、自転車置場（２基）、受水槽、機械室、地下式防火水槽（大きさ縦３．５

ｍ×横７．５ｍ×深さ約４．４ｍ）、外灯（５基）、引込柱、ゴミ置場及び児童公園等多数の工作物

が設置されている。 

・建築当時の設計図によると、本地内の北側に浄化槽（大きさ縦約５．６ｍ×横約１０．７ｍ×深さ

約３．１ｍ）を埋設していたが、２号棟建築時に公共下水道に接続し、用途は廃止されている。た

だし、工事図面によると解体撤去は行われず、汚泥の除去、清掃後、埋め戻している。また関連配

管についても一部を地中に残置している可能性がある。 

・２号棟建築時の設計図によると、本地の北側に設置していた受水槽及びポンプ室は解体撤去し、現

在の受水槽及びポンプ室を設置しているが、旧受水槽及び旧ポンプ室から１号棟への旧水道管は

残置している。 

・本地において、放射線量の測定等の放射性物質に関する調査は実施していない。 

・本地において、土壌汚染調査は実施していない。 

・本地のうち、都市計画道路３・４・１２号宮崎山崎線の区域内に含まれる部分を所有権移転する場

合は、公有地の拡大の推進に関する法律に基づき、事前に野田市長への届出が必要となる場合があ

る。詳細については野田市建設局都市部都市計画課（TEL：０４－７１２３－１１９３）、野田市

土木部用地課（TEL：０４－７１２３－１１０６）へ確認すること。 
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・本地において、３０００㎡以上の土地の区域内における形質変更を行う場合は、土壌汚染対策法第

４条により千葉県知事に届け出が必要になる。詳細は千葉県生活部水質保全課地質汚染対策班

（TEL：０４３－２２３－３８１２）へ確認すること。 

・用途地域については、都市計画道路予定線から 25ｍまでが第二種住居地域であり、25ｍより外側

は第一種中高層住居専用地域である。 

なお、明細図と現況図に記載している道路拡幅ラインと用途地域境は、野田市の都市計画課が航空

写真測量によって作成した図面に合わせたものとしている。従って、今後の現地測量等と誤差が生

じる可能性がある。詳細は野田市建設局都市部都市計画課（TEL：０４－７１２３－１１９３）へ

確認すること。 

・本物件は、上記及び別記「建物等の概要」のとおり建物、工作物等が設置されているが、本調書記

載の有無にかかわらず、すべて現状有姿による引き渡しとする。 

・図面その他記載事項と現況が異なる場合は現況を優先する。 

・土地の開発等（建築を含む。）に当たっては、上記以外にも都市計画法、建築基準法、盛土規制法

等の各法律及び各地方公共団体の条例等により、規制、指導がなされる場合があるので、詳細は

各関係機関へ確認すること。 
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別記 第２号様式 

 建物等の概要 
 

所 在 
千葉県野田市宮崎新田字中畔ケ谷８２番
地５ 

千葉県野田市宮崎新田字中畔ケ谷８２番
地５ 

家 屋 番 号 ８２番５ ８２番５の２ 

種 類 共同住宅 共同住宅 

構 造 鉄筋コンクリート造陸屋根４階建 鉄筋コンクリート造陸屋根３階建 

床 面 積 

１階    ３８１．３６㎡ 
２階    ３８１．３６㎡ 
３階    ３８１．３６㎡ 
４階    ３８１．３６㎡ 
延床面積 １５２５．４４㎡ 

１階    ３４３．４４㎡ 
２階    ３４３．４４㎡ 
３階    ３４３．４４㎡ 
延床面積 １０３０．３２㎡ 

築 時 期 昭和５８年２月１８日 平成５年３月２３日 

間 取 り 

１戸の部屋数 
和室６帖（２）、和室４．５帖、DK、洗
面、浴室、便所、玄関、押入（３）、物入、
バルコニー（２） 
１階から４階まで同型 １フロア６戸型
式 全２４戸 

１戸の部屋数 
和室６帖（２）、和室４．５帖、DK、洗
面、浴室、便所、玄関、押入（３）、物入、
バルコニー（２） 
１階から３階まで同型 １フロア６戸型
式 全１８戸 

附 属 建 物 なし 
種類 機械室 
構造 鉄筋コンクリート造陸屋根平家建 
床面積 ９．５６㎡ 

 

その他の 
特 記 事 項 

・本物件は、主たる建物 2棟、付属建物、受水槽、外周の擁壁・障壁、自転車置場
（２）、児童公園等の工作物及び建物に付帯する諸設備等付きの物件である。 
さらに、同所８２番地９に８２番５の建物と同時期に建築された地下式防火水槽
（鉄筋コンクリート造 7.5m×3.5m×最深約 4.4m）付きである。 
なお、８２番５の建物建築当初に設置されていたポンプ室、受水槽、受水槽機械
室、自転車置場等は８２番５の２の建物新築時に解体撤去されている。 

・建物等の竣工図によると、建物等のための基礎杭を次の通り設置している。 
 家屋番号８２番５ 
  ＰＣパイル ф＝３５０ L＝１３Ⅿ ２本、L＝１４M １１３本 
 家屋番号８２番５の２ 
  ＰＨＣパイル ф＝４００ L＝１４Ⅿ ７１本 

・建物等の竣工図によると、外壁や庇・バルコニーの下面及び階段室の壁の仕上材
としてアクリルリシン吹付を使用しているが、アスベスト含有調査は未実施であ
る。 

・建物等について厳密な調査を実施したわけではないため、上記以外のアスベスト
含有建材等の使用についても否定できない。 

・ＰＣＢについては、令和５年度資産経営課現地調査により、使用していないこと
を確認した。 

・本物件については、耐震診断は実施していない。 

・本物件内には、浴槽及びカーテンが多数残置されている他、照明器具も散見され
る。  
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・新築より長期間が経過し、また、主たる建物 2棟がそれぞれ平成２８年３月末及
び４月末を持って使用を廃止されているため、建物や諸設備の劣化が進んでい
る。一部内装を更新している部屋もあるが、使用する場合は大規模な修繕等が必
要と思われる。 

・図面その他記載事項と現況が異なる場合には、現況を優先する。 

・解体撤去をする場合は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リ
サイクル法）に基づく届け出が必要になるとともに、廃棄物の処理及び清掃に関
する法律に基づき、廃棄物の適正な処理が義務付けられる。 

・建物内の備品も買受人の負担で適切に処理すること。特に特定家庭用機器再商品
化法（家電リサイクル法）に基づく適切な処理を行うこと。 

・本物件に含まれる建物、工作物及び建物に付帯する諸設備等が現状のまま引き渡
されることを十分に理解し、これを使用する場合において必要となる修繕や整
備、安全性の確保については、自らの負担と責任において行うこと。 
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別記 第１号様式 

物 件 調 書 

物 件 番 号 ４ 
 

権 利 所 有 権 

所 在 地 千葉県香取市佐原字粉名口ロ２５２９番３ 地 目 宅地 

住 居 表 示  形 状 明細図のとおり 

面 積 （実測面積）  １２４５.７４㎡ （登記地積）  １２４５.７４㎡ 

接 面 道 路 の 
幅員及び構造 

北東側で幅員約１２．１ｍの舗装県道に、南東側で幅員約６．３ｍの舗装市道に接

面している。 

都市計画法・ 
建築基準法に
基づく制限 

区域区分 非線引都市計画区域 用 途 地 域 第一種住居地域 

建ぺい率 ６０％ 容 積 率 ２００％ 

その他の制限 
建築基準法第２２条区域、道路斜線制限、隣地斜線制限、日影規制
（二） 

所 有 権 を 制 限 す る 権 利 設 定 なし 

私道の負担等
に関する事項 

私道負担の有無 無 負担の内容  

道路後退の有無 無 負担の内容  

供 給 施 設 の 

整 備 状 況 

供給施設 事業所名 電話番号 

電 気 可 
東京電力エナジーパートナー（株） 

カスタマーセンター千葉（千葉第一） 
0120-99-5551 

上 水 道 可 香取市建設水道部水道課 0478-55-8384 

下 水 道 可 香取市建設水道部下水道課 0478-54-3521 

ガ ス 無 プロパンガス  

交 通 機 関 

（現地まで） 

鉄 道 
ＪＲ成田線佐原駅の北東方１．２ｋｍ 

徒歩１５分 

バ ス  

公 共 施 設 

（現地から） 

市 役 所 香取市役所 南方 約０．５ｋｍ 

小 学 校 市立佐原小学校   南方 約２．１ｋｍ 

中 学 校 市立佐原中学校   南方 約０．７ｋｍ 

◎ 参 考 事 項 （物件の現況、法令上の制限等に関する特記事項） 

・本地内は、概ね平坦であるが、北東側道路より最大約１．０ｍ、南東側道路より最大約０．１ｍ低

くなっている。 

・本地内の北側には、間口約４．３ｍ、高低差約１．０ｍのスロープ状の進入口があるが、道路沿い

に単管パイプの侵入防止柵を設置している。 

・本地内の東側には、間口約５.０ｍの車両用出入口及び間口約１．６ｍの歩行者用出入口が２ヶ所

あるが、それぞれ道路沿いに単管パイプの侵入防止柵を設置している。 

・本地内の南西側及び北西側の一部外周沿いには、高さ約１．２ｍのフェンス付きブロック塀を設置

している。 

・本地内の南東側外周沿いには、高さ約１．０ｍの木柵とロープで囲いを設置している。 

・本地の北東側道路の歩道には、境界線沿いにコンクリート土留め及びガードパイプが設置されて

おり、土地利用に当たって撤去等を希望する場合は、道路管理者への協議等が必要となる。詳細

については千葉県香取土木事務所管理用地課（TEL0478-52-5554）に確認すること。 
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・本地内の南側には、東京電力パワーグリッド（株）所有の電柱及び支線が１本ずつ設置されてお

り、その架線が本地の上空を通過している。 

・本地内の南西側では、隣接地（ロ２０９９番５）の格子フェンスの一部、メッシュフェンスの一部、

コンクリートブロックの一部が本地内に越境している。このことについては、隣接地権者と越境の

覚書を締結済である。 

・本地内の北側では、隣接地（ロ２０９７番５）の樹木の枝葉が本地内に越境している。 

・本地内の西側では、隣接地（ロ２０９７番１３）の木製フェンス及び金属柱（物干し竿の支柱）が

本地内の格子フェンスに取りつけられている。 

・本地内の東側では、コンクリート土留めの一部が香取市道上に越境している。 

・本地内の東側では、単管パイプの侵入防止柵、インターロッキングブロックの一部、縁石ブロッ

ク、コンクリートたたきの一部、レンガの一部、縁石ブロック、木柵の一部、擬石ブロック・擬石

ブロック基礎・アルミフェンスがそれぞれ香取市道上に越境している。工作物の建築等を行う場合

は、越境物も併せて撤去すること。 

・本地の北側にある、縁石ブロック、インターロッキングブロックについては、敷地境界を境に、本

地側は本地の所有、隣接地側は隣接地の所有となる。 

・本地内は、アスファルト舗装、擬石平板張、インターロッキング敷、コンクリート敷、玉砂利敷と

なっている箇所があり、その他は草地となっている。 

・本地内には、敷地内照明（照明灯）、量水器、止水栓、制水弁、立水栓、屋根付き自転車置き場、

ブロック塀、プロパン置場、物置、木製パーゴラ、雨水桝、汚水桝、集水桝、Ｕ字溝、地下ケーブ

ル及びコンクリート土台等の工作物が多数ある。 

・本地内の汚水管については、建築当時の竣工図に基づき現況図に記載しているが、職員による目視

及び簡易の試掘調査で確認できない汚水桝があり、一部現況と異なる可能性がある。 

・ＰＣＢについては、令和７年度資産経営課現地調査により外灯（安定器）に使用していないことを

確認した。（建物内の状況については建物等の概要に記載） 

・本地内には、上下水道がいずれも引込済みである。 

・本地は、都市ガスが未整備である。 

・本地のうち、河川保全区域内において工作物を新築する場合や、土地の掘削、盛土又は切土等によ

り土地の形状を変える場合には、河川法の許可が必要となる場合がある。詳細については、国土交

通省関東地方整備局利根川下流河川事務所 佐原出張所（TEL0478-52-3795）へ確認すること。 

・本地において、香取市宅地開発事業指導要綱の適用対象となる事業を行う場合は、同要綱に基づく

所定の手続きが必要となる場合がある。詳細については、香取市建設水道部都市整備課（TEL 0478-

50-1214）へ確認すること。 

・本地において、放射線量の測定等の放射性物質に関する調査は実施していない。 

・本地において、土壌汚染調査は実施していない。 

・本地は、東日本大震災に起因する地盤の液状化及び沈下が生じているが、県では、地盤調査等を実

施しておらず、土地の利用方法によっては、地盤改良等の対策工事を要する可能性がある。 

・本物件は、上記及び別記「建物等の概要」のとおり建物、工作物等が設置されているが、本調書記

載の有無に関わらず、全て現状有姿による引渡しとする。 

・図面その他記載事項と現況が異なる場合は現況を優先する。 

・土地の開発等（建築を含む。）に当たっては、上記以外にも都市計画法、建築基準法、盛土規制法

等の各法令及び各地方公共団体の条例等により、規制、指導がなされる場合があるので、詳細は

各関係機関へ確認すること。 
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別記 第２号様式 

 建物等の概要 
 

所 在 千葉県香取市佐原字粉名口ロ２５２９番地３ 

家 屋 番 号 ロ２５２９番３の４ 

種 類 共同住宅 

構 造 軽量鉄骨造スレート葺２階建 

床 面 積 
１階    ２６１.１０㎡ 
２階    ２６１.１０㎡   延床面積  ５２２.２０㎡ 

建 築 時 期 平成１０年２月１３日 新築 

間 取 り 

１階  和室６帖、洋室６帖、洋室５帖、ＤＫ、洗面室、浴室、便所、玄関、押入、
物入（４） 

２階  和室６帖、洋室６帖、洋室５帖、ＤＫ、洗面室、浴室、便所、玄関、押
入、物入（４）、バルコニー 
左右対称同型 １フロア４戸形式 全８戸 

附 属 建 物 無し 

そ の 他 の 
特 記 事 項 

・本物件は、建物１棟、外周の障壁並びに自転車置場等の工作物及び建物に付帯す
る諸設備等付きの物件である。 

・アスベストについては、平成１７年度に建物等の竣工図及び目視により吹き付け

石綿等（吹き付けアスベスト、吹き付けロックウール及び吹き付けひる石（バー

ミキュライト）等）及び折板裏打ち石綿断熱材を対象建材とした使用実態調査を

実施し、使用していないことを確認したが、詳細な分析調査を実施したわけでは

なく、建築時期からその使用可能性は否定できない。 

・建物等の竣工図によると、建物の屋根に石綿セメント板を使用しているが、アス

ベスト含有調査は未実施である。 

・建物等について厳密な調査を実施したわけではないため、上記以外のアスベスト

含有建材等の使用についても否定できない。 

・ＰＣＢについては、令和７年度資産経営課現地調査により、使用していないこと
を確認した。 

・本物件については、耐震診断は実施していない。 

・本物件内には、浴槽、湯沸かし器、照明器具、棚等が多数残置されている。 

・本物件は、東日本大震災に起因する地盤の液状化及び沈下により、建物に傾斜が
生じ、また、室内に漏水箇所もあるなど建物及び諸設備の劣化が著しく、平成２
５年３月以降は未利用となっていることから、使用する場合は大規模な修繕等が
必要と思われる。 

・図面その他記載事項と現況が異なる場合には、現況を優先する。 

・解体撤去する場合は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサ

イクル法）に基づく届け出が必要になるとともに、廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律に基づき、廃棄物の適正な処理が義務付けられる。 

・建物内の備品等も買受人の負担で適切に処理すること。特に、特定家庭用機器再

商品化法（家電リサイクル法）に基づく適切な処理を行うこと。 

・本物件に含まれる建物、工作物及び建物に付帯する諸設備等が現状のまま引き渡

されることを十分に理解し、これを使用する場合において必要となる修繕や整

備、安全性の確保については、自らの負担と責任において行うこと。 
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